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デザインのライフサイクル
ーその実態調査から 一

ある種の工業製品は， 早くも昭和30年代T)iJ半から急ビッチにそ

のデザイソ寿命（ライフサイクル）が短くなりはじめた。多く

の工業製品は ， 昭和30年代の後半に， 同じような狛向を現わし

てきた。このことを説明するために一つの例をあげよう。昭和

30年に生鹿開始されたある需気炊飯器は， 禍4年間生産され続

けた。現在， 同じメ ーカ ー で造られている炊飯器の生産 期 間

は， 一番長いものでも1年未禍である。また， 昭和33年に生産

開始されたある1、ラ・ノジスク ー ラジオは， 4年間生産され続け

たのに対して， 昭和38年に生産開始されたあるラジオは， わず

か7カ月で生産を終わっている。

昭和30年代は， 日木の工業デザイソの発展Jり1であり， 工業デ

ザイナ ー の数が急激に増え始めた時期でもある。 グラフ-1は，

日本インダストリアルデザイナ ー 協会の会員数の推移を表わし

たものである。昭和27年に2 5名で発足して以来， 特に昭和35年

から， さらに39年から， より急激に会員数が増えていることが

わかる。JIDAの会員数から， そのまま日本のデザイナ ー の数

の増加を論じることが適切かどうかはさておくとして ， デザイ

ナ ー 数の頻向を示す一つの参考となるだろう。
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工業デザイナ ー の数は急増している。そして彼らは， 日夜忙

しくデザイソ業に追われている。しかし ， 昭和20年代後半の日

本の工業デザイソの黎明期といえる時期に， 先餅たちの経験し

てきた忙しさと， 現在工業デザイナ ー の経験してい る そ れ と

は， 明らかに質や内容が違ってきているのではないか。企業態

粉の変化や， 社会の進展にともなって変化があるのは当然とし

ても， デザイソが本質的には人間と物とのあるべき関係をより

健全なものにしていくことに変わりないとすれば， 時代が移っ

てもその質が変化することはないはずである。 “売れるデザイ

ソがすぺてよいデザイソとは限らないが， 売れないデザイソは

慈味がない” という言薬のもとに， 工業デザイソは， 前に誰に

対してよりも企業に忠実に働きながら新しい職能分野としての

地位を築いてきたのだ。その結果， 工業デザイソは， 多くの場

合工業生産のプロ七スの一 部に組み込まれてはいるものの， 企
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業に癒沿し， モデルの変化のための変化により重、点が附かれ工

ネルギ ー が注がれてきたのではなかったか。 モデルチェソジを

すれば売り上げが増加する。売り上げ増加のためにモデルチェ

ンジが採用され， デザイ｀ノが利用される。こうして， 工業デザ

イソがその発屈期を迎えるやいなや， 工業デザインは， 企業発

展のための有力な手段として利用されるようになっていった。

ちょうど， まっ先に工業デザイソの発展期を迎えはじめたアメ

リカが， 工業デザイソの本来の姿を最初にゆがめていったのを

見習うかのように。

デザイナ ー たちは， よいデザインを生み出しても， その製品

がより短期間で生産中止になるにしたがって ， より早く次期商

品のデザイソが要求される。デザイナ ー の数はより多く必要と

され， さらにより多くのデザイソワ ー クをこなさなければなら

なくなる。しかし， 莫大な数の工業デザイナ ー が， ただ “忙し

く働いている” ということで工業デザイソが発展したことには

ならないのである。

さて， 視実に， 一つのデザイソがどれくらいの期間生産され続

けているのだろうか。私がここでいうデザイソの寿命とは ，

一

つのデザイソが採用され， 生産開始されてからそれが生産中止

になるまで， すなわち生産期間を， 一応その製品のデザイソの

寿命と考える。ーたん生産中止しながら， ある期間たってまた

同じものが生淮された場合は， 1伎初の生産開始から， 最後に生

産中止されるまでの全期間， そのデザイソは生きていたと考え

る（陶磁器などにこの例がある）。
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